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う CRC（ Clinical Research
Coordinator：治験コーディネ
ーター）やデータの管理・解
析等を行う人材の確保
蘆被験者を集まりやすくするため
の臨床試験に対する国民への理
解促進
このような取組を通して、分子
標的治療薬などの新しい治療法を
確立し、副作用の少ないがん治療
法やがん治癒率の向上などの早期
実現を図っていくことが望まれる。
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